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1.1－1 

1. 共通事項



1.1－2 

1.1 対象設備 

耐震安全性評価の対象とする屋外重要土木構造物は，Ｓクラスの機器・配管の間接支持構造物

若しくは非常時における海水の通水機能・貯水機能を求められる取水構造物，屋外二重管，貯留

堰，常設代替高圧電源装置置場及び常設代替高圧電源装置用カルバートである。 

また，同様に耐震安全性評価の対象とする「常設耐震重要重大事故防止設備又は常設重大事故

緩和設備」及び「常設耐震重要重大事故防止設備又は常設重大事故緩和設備が設置される重大事

故等対処施設」に該当する土木構造物である代替淡水貯槽，常設低圧代替注水系ポンプ室，常設

低圧代替注水系配管カルバート，格納容器圧力逃がし装置用カルバート，緊急用海水ポンプピッ

ト，緊急用海水取水管，ＳＡ用海水ピット，海水引込み管，ＳＡ用海水ピット取水塔，緊急時対

策所用発電機燃料油貯蔵タンク基礎，可搬型設備用軽油タンク基礎についても記載する。 

なお，防潮堤及び貯留堰については，津波防護施設としての耐震安全性評価を別途実施する。 

これらの屋外重要土木構造物等の位置図を第 1.1－1 図に示す。 



1.1－3 
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1.4.1－1 

1.4 屋外重要土木構造物の耐震評価における断面選定の考え方 

1.4.1 方針 

屋外重要土木構造物の評価対象断面については，構造物の形状，配置，荷重条件及び地質

構造等を考慮し，耐震評価上最も厳しくなると考えられる位置を評価対象断面とする。 

評価対象断面の選定の流れについて以下に示す。 

① 耐震評価候補断面の整理

以下の観点にて，耐震評価候補断面を整理する。

・間接支持される機器・配管系の有無及び設置位置

・構造的特徴（部材厚，内空断面，断面急変部，構造物間の連結部等）

・周辺状況（上載荷重，地盤条件変化部，隣接する構造物）

・地震力の特性（地質構造）

・機器・構造物への加速度応答算出位置（加速度応答特性）

  等 

② 評価対象断面の選定

①にて整理した耐震評価候補断面に対して，間接支持される機器・配管系の有無，構造的

特徴，周辺状況及び地震力の特性等が耐震評価結果に及ぼす影響の観点から，耐震評価上厳

しいと考えられる断面を評価対象断面として絞込む。  

また，長尺な構造物である屋外二重管，常設代替高圧電源装置用カルバート（トンネル

部），緊急用海水取水管及び海水引込み管については，地震力の特性（地質構造）を確認す

るため１次元地震応答解析を行い，評価対象断面の絞込みを行う。 

なお，各条件（構造的特徴，周辺状況等）を組合せた断面を作成し，保守的な条件設定に

より評価を実施する場合がある。 

更に，機器・配管系への加速度応答を算出するため，評価対象以外の断面について地震応

答解析を実施する場合がある。 



1.4.2－1 

1.4.2 取水構造物の断面選定の考え方 

追而 





1.4.3－1 

1.4.3 屋外二重管の断面選定の考え方 

屋外二重管は，Ｓクラス機器である残留熱除去系海水系配管，非常用ディーゼル発電機用

海水系配管等の間接支持機能を有する延長約 215 m，内径 2.0 m 及び 1.8 m の 2 本の鋼管の地

中構造物であり，杭基礎又は地盤改良体を介して十分な支持性能を有する岩盤に設置する。

杭基礎部は，水平方向の鋼製桁と鉛直方向の鋼管杭を結合したラーメン構造である。なお原

子炉建屋から排気筒付近の可とう管までは他構造物（原子炉建屋，排気筒，主排気筒ダクト

基礎など）と近接しており，杭基礎の施工が出来ないことから，屋外二重管直下に地盤改良

体を造成する。 

屋外二重管の平面図を図 1.4.3－1に，構造形式別の横断面図を図 1.4.3－2に示す。 

図 1.4.3－1 屋外二重管の平面図
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1.4.3－3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.4.3－2（2） 屋外二重管の横断面図 

Ｂ－Ｂ断面（杭基礎部） Ｃ－Ｃ断面（杭基礎部） 

Ｃ－Ｃ断面（地盤改良部） 



 

1.4.3－4 

(1) 耐震評価候補断面の整理 

「1.4.1 方針①耐震評価候補断面の整理」に従い，耐震評価候補断面を整理する。 

屋外二重管基礎では間接支持するＳクラス設備が一様に設置されているため，機器・配管

の設置位置による影響は考慮する必要はない。 

屋外二重管基礎設置区間における縦断方向は，延長約 215 m 間で二重管基礎構造形式が異

なり，杭基礎部と地盤改良部が存在する。 

屋外二重管基礎設置区間における横断方向の耐震評価候補断面は，屋外二重管の地質縦断

図より岩盤上面の標高及び鋼管杭打設可能区間に着目し，区間Ⅰ（岩盤上面の標高が EL.－

20 m～EL.－40 m で比較的低い範囲），区間Ⅱ（岩盤上面の標高が EL.－15 m～EL.－20 m で

比較的高い範囲），区間Ⅲ（岩盤上面の標高が EL.－15 m 付近でほぼ水平の範囲）に分類し，

全区間で基礎の構造的特徴及び周辺地質を踏まえて 6 つの候補断面を挙げる。 

耐震評価候補断面を表 1.4.3－1 及び図 1.4.3－3に示す。 
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1.4.3－7 

断面①は区間Ⅰ及び区間Ⅱにおいて，岩盤上面の標高が最も低く非液状化層である粘土層

（Ａｃ層）が厚い位置であり，取水構造物側に設置してある可とう管位置の断面である。 

断面②は区間Ⅰに位置し，岩盤上面の標高が EL.－30 m 付近で比較的低く，液状化検討対

象層（ｆｌ層，ｄｕ層，Ａｇ２層，Ａｓ層，Ａｇ１層）が厚い断面である。 

断面③は区間Ⅰと区間Ⅱの境界に位置し，岩盤上面の標高が EL.－18 m 付近で比較的高い

断面である。 

断面④は区間Ⅱに位置し，岩盤上面の標高が EL.－15 m 付近であり，二重管が設置されて

いる範囲で最も高い断面である。 

断面⑤は区間Ⅱにおいて既設構造物と干渉する区間に位置し，岩盤上面の標高が EL.－15 

m 付近であり，粘土層（Ａｃ層）が存在しない断面である。 

断面⑥は，鋼管杭打設区間である区間Ⅱと地盤改良区間である区間Ⅲの境界に位置し，岩

盤上面の標高は EL.－18 m 付近であり，液状化検討対象層が厚い断面である。また，可とう

管の設置位置の断面である。 
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(2) 評価対象断面の選定 

横断方向の各耐震評価候補断面位置において１次元有効応力解析を実施し，屋外二重管位

置での最大水平変位と最大水平加速度を確認する。評価に使用する地震波は，全周期帯にわ

たって加速度応答スペクトルが大きいＳＳ－Ｄ１波を代表波として用いる。 

表 1.4.3-2 に構造形式が異なる各区間の１次元有効応力解析結果を示す。なお，区間Ⅲに

ついては，岩盤以浅の地盤改良を考慮した結果である。 

区間Ⅰについては，最大水平変位が最大となるのは断面③であるが候補断面間で有意な差

異はなく，最大水平加速度が最大となっているのは断面①であり，他の候補断面の加速度よ

り 1.6 倍程度大きくなっている。よって，区間Ⅰでは断面①を評価対象断面として選定する。 

区間Ⅱについては，最大水平変位及び最大水平加速度とも断面⑥が最大となっていること

から，断面⑥を評価対象断面として選定する。 

区間Ⅲについては岩盤上面の標高が EL.－15 m とほぼ水平であり，岩盤以浅は二重管まで

地盤改良を実施することから，止水壁内側となる区間Ⅲの断面はすべて同様の断面となる。

しかし，基礎形式が異なる区間Ⅱと区間Ⅲの境界部に設置している可とう管への影響を考慮

するため，区間Ⅲの断面は境界部の断面⑥とし，区間Ⅱの断面⑥に対して鋼管杭基礎ではな

く地盤改良をモデル化した断面とする。 

上記に加えて縦断方向について，基礎構造形式や地質構造に差異があることから，縦断方

向断面であるＡ－Ａ断面についても評価断面とする。 
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表 1.4.3－2（1） １次元地震応答解析結果(区間Ⅰ) 

断面 
最大水平変位（二重管位置）＊ 

（mm） 

最大水平加速度（二重管位置） 

（cm/s2） 

① 334（ＳＳ－Ｄ１）  401（ＳＳ－Ｄ１） 

② 321（ＳＳ－Ｄ１）   182（ＳＳ－Ｄ１） 

③ 341（ＳＳ－Ｄ１） 246（ＳＳ－Ｄ１） 

注記 ＊：岩盤上端を基準とした値 

表 1.4.3－2（2） １次元地震応答解析結果(区間Ⅱ) 

断面 
最大水平変位（二重管位置）＊ 

（mm） 

最大水平加速度（二重管位置） 

（cm/s2） 

③ 341（ＳＳ－Ｄ１） 246（ＳＳ－Ｄ１） 

④ 372（ＳＳ－Ｄ１）   308（ＳＳ－Ｄ１） 

⑤ 516（ＳＳ－Ｄ１） 387（ＳＳ－Ｄ１） 

⑥ 565（ＳＳ－Ｄ１） 453（ＳＳ－Ｄ１） 

注記 ＊：岩盤上端を基準とした値 

表 1.4.3－2（3） １次元地震応答解析結果(区間Ⅲ) 

断面 
最大水平変位（二重管位置）＊ 

（mm） 

最大水平加速度（二重管位置） 

（cm/s2） 

⑥ 75（ＳＳ－Ｄ１）  558（ＳＳ－Ｄ１） 

注記 ＊：岩盤上端を基準とした値 

 

 

(3) 断面選定結果 

(2)より選定した屋外二重管基礎における選定結果評価対象断面を表 1.4.3－3 に，評価対

象断面図を図 1.4.3－4に示す。 

屋外二重管縦断方向の断面であるＡ－Ａ断面は，基礎構造は地盤改良体と杭基礎である。

縦断方向に複数配置された杭基礎は，それぞれ独立して挙動する構造となっており，横断方

向の基礎形状はラーメン構造となっている。原子炉建屋と海水ポンプ室の中間付近から海水

ポンプ室側に向かって岩盤が深くなる傾向にある。 

屋外二重管横断方向の断面であり区間Ⅰに位置するＢ－Ｂ断面（断面①）は，屋外二重管

横断方向の断面であり，基礎形式はラーメン構造の鋼管杭基礎となっている。海水ポンプ室

側で岩盤が最も深い位置の断面である。 

屋外二重管横断方向の断面であるＣ－Ｃ断面（断面⑥）は，区間Ⅱにおいて基礎形式はラ

ーメン構造の鋼管杭基礎，区間Ⅲにおいては地盤改良体を介して岩盤に支持する構造となっ

ている。原子炉建屋側は岩盤が浅く，概ね一様の深さとなっている。 
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1.4.4 常設代替高圧電源装置置場及び西側淡水貯水設備の断面選定の考え方 

追而（コメント反映中） 

 

1.4.5 常設代替高圧電源装置用カルバート（トンネル部）の断面選定の考え方 

追而（コメント反映中） 

 

1.4.6 常設代替高圧電源装置用カルバート（立坑部）の断面選定の考え方 

追而（コメント反映中） 

 

1.4.7 常設代替高圧電源装置用カルバート（カルバート部）の断面選定の考え方 

追而（コメント反映中） 

 

 





1.4.8－1 

1.4.8 代替淡水貯槽の断面選定の考え方 

図 1.4.8－1 に代替淡水貯槽の平面配置図及び地質断面図を示す。また，図 1.4.8－2 及び図

1.4.8－3に代替淡水貯槽の平面図及び断面図を示す。 

代替淡水貯槽は，常設低圧代替注水系における複数の代替淡水源の一つとして原子炉建屋

の南側に設置する。 

代替淡水貯槽は，内空 20.0 m，内空高さ 21.5 m の鉄筋コンクリート造の円筒形の地中構造

物である。上部には，搬入出部を有している。 

 

 

 

図 1.4.8－1（1） 代替淡水貯槽 平面配置図（全体平面図） 



1.4.8－2 

 

図 1.4.8－1（2） 代替淡水貯槽 平面配置図（拡大図） 

  

A

B

A

B

（単位：mm）



1.4.8－3 

 

図 1.4.8－1（3） 代替淡水貯槽地質断面図（Ａ－Ａ断面） 

 

 
図 1.4.8－1（4） 代替淡水貯槽地質断面図（Ｂ－Ｂ断面） 

 

 



1.4.8－4 

 

図 1.4.8－2 代替淡水貯槽 平面図  



1.4.8－5 

図 1.4.8－3（1） 代替淡水貯槽断面図（東西方向断面） 



1.4.8－6 

図 1.4.8－3（2） 代替淡水貯槽断面図（南北方向断面） 



1.4.8－7 

(1) 耐震評価対象断面の整理

1.4.1「方針①耐震評価断面候補の整理」に従い，耐震評価候補断面を整理する。

耐震評価断面の特徴を第 1.4.8－1表に示す。 

表 1.4.8－1 代替淡水貯槽耐震評価候補断面の特徴 

(2) 耐震評価対象断面の選定

代替淡水貯槽は円筒形の構造物であるため，構造物形状としての強軸断面方向および弱軸

断面方向はない。しかし，構造物の周辺地盤は東西方向と南北方向で相違があるため，東西方

向と南北方向の両断面を評価対象断面として選定する。 

なお，東西方向及び南北方向ともに，円筒構造物であること及び搬出入口の対称性を考え，

代替淡水貯槽の断面位置は中心位置とする。周辺状況として，東側に廃棄部処理建屋が存在す

るが，保守的な設定として，廃棄物処理建屋部は埋戻土として耐震評価を行う。 

(3) 断面選定結果

代替淡水貯槽の評価対象断面位置の選定結果を表 1.4.8－2 に，対象断面を図 1.4.8－4 に

示す。 

断面 要求性能 構造的特徴 周辺地質 
間接支持 

する設備 

東西方向断面 
貯水 

止水機能 

円筒形の鉄筋コンクリ

ート構造物 

岩盤に直接支持する 

岩盤及び第四紀層がおお

むね水平成層に分布 

東方に廃棄物処理建屋が

存在する 

なし 

南北方向断面 
貯水 

止水機能 

円筒形の鉄筋コンクリ

ート構造物 

岩盤に直接支持する 

北方に原子力建屋建設時

の埋戻し土が分布する 
なし 
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図 1.4.8－4（1） 代替淡水貯槽断面図（東西方向断面） 

図 1.4.8－4（2） 代替淡水貯槽断面図（南北方向断面） 





1.4.9－1 

1.4.9 常設低圧代替注水系ポンプ室の断面選定の考え方 

図 1.4.9－1 に常設低圧代替注水系ポンプ室の平面配置図及び地質断面図を示す。また，図

1.4.9－2及び図 1.4.9－3 に常設低圧代替注水系ポンプ室の平面図及び断面図を示す。 

常設低圧代替注水系ポンプ室は，常設低圧代替注水系の複数の淡水源に対応するため設置

し，常設低圧代替注水系のポンプ及び配管の間接支持機能を有する。 

常設低圧代替注水系ポンプ室は，東西方向 17.0 m，南北方向 13.0 m，高さ 29.5 m の多層ラ

ーメン構造の鉄筋コンクリート造である。北側に位置する常設低圧代替注水系配管カルバー

トへ開口部で接続し，南側に位置する代替淡水貯槽へ接続するカルバートの張り出し部を有

する。 

図 1.4.9－1（1） 常設低圧代替注水系ポンプ室 平面配置図（全体平面図） 



1.4.9－2 

図 1.4.9－1（2） 常設低圧代替注水系ポンプ室 平面配置図（拡大図） 

A

A

BB

（単位：mm）
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図 1.4.9－1（3） 常設低圧代替注水系ポンプ室地質断面図（Ａ－Ａ断面） 

図 1.4.9－1（4） 常設低圧代替注水系ポンプ室地質断面図（Ｂ－Ｂ断面） 



1.4.9－4 

図 1.4.9－2 常設低圧代替注水系ポンプ室の平面図 

図 1.4.9－3（1） 常設低圧代替注水系ポンプ室の断面図（東西方向 ①－①断面）



1.4.9－5 

図 1.4.9－3（2） 常設低圧代替注水系ポンプ室の断面図（東西方向 ②－②断面） 

図 1.4.9－3（3） 常設低圧代替注水系ポンプ室の断面図（東西方向 ③－③断面）



1.4.9－6 

図 1.4.9－3（4） 常設低圧代替注水系ポンプ室の断面図（南北方向 ④－④断面） 

図 1.4.9－3（5） 常設低圧代替注水系ポンプ室の断面図（南北方向 ⑤－⑤断面）



1.4.9－7 

図 1.4.9－3（6） 常設低圧代替注水系ポンプ室の断面図（南北方向 ⑥－⑥断面） 

図 1.4.9－3（7） 常設低圧代替注水系ポンプ室の断面図（南北方向 ⑦－⑦断面）



1.4.9－8 

(1) 耐震評価対象断面の整理

1.4.1「方針①耐震評価断面候補の整理」に従い，耐震評価候補断面を整理する。

耐震評価断面の特徴を表 1.4.9－1に示す。 

表 1.4.9－1 常設低圧代替注水系ポンプ室耐震評価候補断面の特徴 

方 

向 
断面 

要求 

性能 
構造的特徴 周辺地質 

間接支持 

する設備 

東 

西 

①－① 間接支持
・壁位置の断面

・壁面に開口が存在する

・岩盤上に埋戻し

土が分布する

・東側に廃棄物処

理建屋が隣接す

る

－ 

②－② 同上 

・多層のボックスカルバ

ート状の断面

・頂版及び中床版に開口

が存在する

・同上

・常設低圧代

替注水系ポ

ンプ

・配管類

③－③ 同上 
・壁位置の断面

・壁面に開口が存在する
・同上 － 

南 

北 

④－④ 同上 

・壁位置の断面

・壁面に開口が存在し

ない

・東側の岩盤上に

埋戻し土が分布

する

－ 

⑤－⑤ 同上 

・多層のボックスカルバ

ート状の断面

・頂版及び中床版に開口

が存在する

・南北側壁に開口が存在

する

・同上 ・配管類

⑥－⑥ 同上 

・多層のボックスカルバ

ート状の断面

・頂版及び中床版に開口

が存在する

・同上

・常設低圧代

替注水系ポ

ンプ

・配管類

⑦－⑦ 同上 

・壁位置の断面

・壁面に開口が存在しな

い

・同上 － 
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①－①断面，②－②断面及び③－③断面は東西方向の断面である。

①－①断面は，壁位置の断面であり，常設低圧代替注水系配管カルバートと接続するカルバ

ート張出し部の開口（下端レベル;EL.－4.00 m）を有する。常設低圧代替注水系ポンプ室の東

側には廃棄物処理建屋が位置している。 

②－②断面は，多層のボックスカルバート状の断面であり，EL.－18.50 m のスラブ上にて

常設低圧代替注水系ポンプを間接支持する。また，頂版および各中床版には常設低圧代替注水

系ポンプを搬入出するための開口および各階へのアクセス用階段のための開口を有する。 

③－③断面は，壁位置の断面であり，代替淡水貯槽と接続する 2つのカルバート張出し部の

開口（上段の開口下端レベル;EL.＋1.05 m，下段の開口下端レベル：EL.－17.08 m）を有する。 

④－④断面，⑤－⑤断面，⑥－⑥断面及び⑦－⑦断面は南北方向の断面である。

④－④断面は，壁位置の断面である。

⑤－⑤断面は，多層のボックスカルバート状の断面であり，北側に１か所，南側に２か所の

カルバート張出し部の開口を有する。北側壁は常設低圧代替注水系配管カルバートと接続す

る開口（下端レベル;EL.－4.00 m）で，南側壁は代替淡水貯槽と接続する開口（上段の開口下

端レベル;EL.＋1.05 m，下段の開口下端レベル：EL.－17.08 m）である。 

⑥－⑥断面は，多層のボックスカルバート状の断面であり，EL.－18.50 m のスラブ上にて

常設低圧代替注水系ポンプを間接支持する。また，頂版及び各中床版には常設低圧代替注水系

ポンプを搬入出するための開口および各階へのアクセス用階段のための開口を有する。 

⑦－⑦断面は，壁位置の断面である。周辺状況として，東側に廃棄物処理建屋が隣接する。 

(2) 評価対象断面の選定

常設低圧代替注水系ポンプ室は，鉄筋コンクリート造の地中構造物であり，比較的単純な角

筒形構造物である。常設低圧代替注水系ポンプ室の各層は 1室構造であり，短辺と長辺の長さ

に大きな違いがなく，強軸断面方向と弱軸断面方向が明確ではないことから，評価対象断面と

しては東西方向断面及び南北方向断面をいずれも対象とする。 

東西方向については，①－①断面及び③－③断面は，壁部であることから評価対象断面 と

しない。②－②断面は多層のボックスカルバート状の断面であるため，東西方向の内空幅にお

ける等価剛性断面を用いて多層のボックスカルバートとして耐震評価を行う。周辺状況とし

て，東側に廃棄部処理建屋が存在するが，保守的な設定として，廃棄物処理建屋部は埋戻土と

して耐震評価を行う。 

南北方向については，④－④断面及び⑦－⑦断面は，壁部であることから評価対象断面とし

ない。よって耐震評価においては⑤－⑤断面及び⑥－⑥断面に基づき，多層のボックスカルバ

ート状の断面としてモデル化し耐震評価を行う。⑤－⑤断面，⑥－⑥断面の主な構造部材の寸

法は同じであるため，同一の多層のボックスカルバートとして耐震評価を行う。なお，カルバ

ートの張出し部及び開口部は東西方向の内空幅内における等価剛性として評価する。 

(3) 断面選定結果

評価対象断面の選定結果を表 1.4.9－2に，評価対象断面を図 1.4.9－4 に示す。
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1.4.9－11 

図 1.4.9－4（1） 常設低圧代替注水系ポンプ室断面図（東西方向断面） 

図 1.4.9－4（2） 常設低圧代替注水系ポンプ室断面図（南北方向断面） 





1.4.10－1 

1.4.10 常設低圧代替注水系配管カルバートの断面選定の考え方 

図 1.4.10－1 に常設低圧代替注水系配管カルバートの平面配置図及び地質断面図を示す。

また，図 1.4.10－2 及び図 1.4.10－3 に常設低圧代替注水系配管カルバートの平面図及び断

面図を示す。 

常設低圧代替注水系配管カルバートは原子炉建屋の南側に設置し常設低圧代替注水ポンプ

室と原子炉建屋間をつなぐ常設低圧注水系配管等の間接支持機能を有する。 

常設低圧代替注水系配管カルバートは，延長 19.5 m，内空及び内空高さ 2.3 m の一連のボ

ックスカルバート構造の鉄筋コンクリート造で，人工岩盤を介して十分な支持性能を有する

岩盤に設置する。 

図 1.4.10－1（1） 常設代替注水配管カルバート 平面位置図（全体平面図） 



1.4.10－2 

図 1.4.10－1（2） 常設代替注水配管カルバート 平面位置図（拡大図） 

図 1.4.10－1（3） 常設低圧代替注水系配管カルバート地質断面図（Ａ－Ａ断面） 

A

A

（単位：mm）



1.4.10－3 

図 1.4.10－2 常設代替注水配管カルバート 平面図 

図 1.4.10－3 常設低圧代替注水系配管カルバート断面図（東西方向断面）



1.4.10－4 

(1) 耐震評価対象断面の整理

1.4.1「方針①耐震評価断面候補の整理」に従い，耐震評価候補断面を整理する。

耐震評価断面の特徴を表 1.4.10－1に示す。 

表 1.4.10－1 常設低圧代替注水系配管カルバート耐震評価候補断面の特徴 

常設低圧代替注水系配管カルバートは，鉄筋コンクリート造の単純な線状構造物であるた

め，軸方向（南北方向）が強軸断面方向，軸直角方向（東西方向）が弱軸断面方向になる。 

(2) 耐震評価対象断面の選定

常設低圧代替注水系配管カルバートは，構造物の軸直角方向が弱軸断面方向となるため，軸

直角方向を評価対象断面とする。内空寸法が全て一様であり，構造物の周辺は広い範囲にわた

って埋戻土であるため，軸直角方向断面の場所による相違はない。したがって，耐震評価対象

断面は，軸直角方向に対して１断面を選定する。 

(3) 断面選定結果

常設低圧代替注水系配管カルバートの耐震評価対象断面位置の選定結果を表 1.4.10－2

に，評価対象断面を図 1.4.10－4 に示す。 

断面 要求性能 構造的特徴 周辺地質 
間接支持 

する設備 

東西方向

断面 
間接支持 

・ボックスカルバート

構造の鉄筋コンク

リート構造物

・人工岩盤を介して岩

盤に設置する

岩盤上面に埋戻し土が分

布する 

常設低圧注水

系配管 
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1.4.10－6 

図 1.4.10－4 常設低圧代替注水系配管カルバート断面図（東西方向断面） 



1.4.11 格納容器圧力逃がし装置用カルバートの断面選定の考え方 

追而 





1.4.12－1 

1.4.12 緊急用海水ポンプピットの断面選定の考え方 

図 1.4.12－1 に緊急用海水ポンプピットの平面配置図を，図 1.4.12－2 に地質断面図を示

す。また，図 1.4.12－3，図 1.4.12－4 及び図 1.4.12－5 に緊急用海水ポンプピットの平面

図及び断面図を示す。 

緊急用海水ポンプピットは，非常用取水設備であり，緊急用海水ポンプ及び残留熱除去海

水系配管の間接支持機能を有する。 

緊急用海水ポンプピットは，東西方向 12.2 m，南北方向 11.6 m，高さ 36.0 m の鉄筋コン

クリート構造物であり，十分な支持性能を有する岩盤に直接設置する。構造的には多層ボッ

クスカルバート状のラーメン構造である。



1.4.12－2 

図 1.4.12－1（1） 緊急用海水ポンプピットの平面配置図（全体平面図） 

図 1.4.12－1（2） 緊急用海水ポンプピットの平面配置図（拡大図） 

緊急用海水ポンプピット

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ



1.4.12－3 

図 1.4.12－2（1） 地質断面図（東西方向 Ａ－Ａ断面） 

図 1.4.12－2（2） 地質断面図（南北方向 Ｂ－Ｂ断面） 

埋戻し土として評価



1.4.12－4 

図 1.4.12－3 緊急用海水ポンプピットの平面図 

図 1.4.12－4（1） 緊急用海水ポンプピットの断面図（東西方向 ①－①断面） 



1.4.12－5 

図 1.4.12－4（2） 緊急用海水ポンプピットの断面図（東西方向 ②－②断面） 

図 1.4.12－4（3） 緊急用海水ポンプピットの断面図（東西方向 ③－③断面）



1.4.12－6 

図 1.4.12－4（4） 緊急用海水ポンプピットの断面図（東西方向 ④－④断面） 

図 1.4.12－5（1） 緊急用海水ポンプピットの断面図（南北方向 ⑤－⑤断面）



1.4.12－7 

図 1.4.12－5（2） 緊急用海水ポンプピットの断面図（南北方向 ⑥－⑥断面） 

図 1.4.12－5（3） 緊急用海水ポンプピットの断面図（南北方向 ⑦－⑦断面）



  

1.4.12－8 

(1) 耐震評価候補断面の整理 

「1.4.1 方針 ①耐震評価候補断面の整理」に従い，耐震評価候補断面を整理する。 

耐震評価候補断面の特徴を表 1.4.12－1に示す。 

 

表 1.4.12－1（1） 緊急用海水ポンプピット 耐震評価候補断面の特徴（東西方向断面） 

方

向 
断面 

要求 

性能 
構造的特徴 周辺状況 

間接支持 

する設備 

東

西 

①－① 
・間接支持 

・通水 

・壁位置の断面であ

る。 

・ 開 口 が 存 在 し な

い。 

・岩盤に直接

支持する。 

・西側に原子

炉建屋が隣

接する。 

－ 

②－② 同上 

・多層のボックスカ

ルバート状の断面

である。 

・西側にカルバート

の張出し部を有す

る。 

・同上 

・緊急用海水系配

管 

・緊急用海水ポン

プ人員用開口部

浸水防止蓋 

③－③ 同上 

・多層のボックスカ

ルバート状の断面

である。 

・頂版に開口が存在

する。 

・スラブに開口が存

在する。 

・緊急用海水取水管

との接続がある。 

・岩盤に直接

支持する。 

・隣接構造物

はない。 

・緊急用海水ポン

プ 

・緊急用海水ポン

プ点検用開口部

浸水防止蓋 

④－④ 同上 

・壁位置の断面であ

る。 

・開口部が存在しな

い。 

・同上 － 
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表 1.4.12－1（2） 緊急用海水ポンプピット 耐震評価候補断面の特徴（南北方向断面） 

 

方

向 
断面 

要求 

性能 
構造的特徴 周辺状況 

間接支持 

する設備 

南

北 

⑤－⑤ 同上 

・壁位置の断面である。

・西側側壁にカルバート

張出部の開口が存在す

る。 

・岩盤に直接支

持する。 

・南側に廃棄物

処理建屋が隣

接する。 

－ 

⑥－⑥ 同上 

・多層のボックスカルバ

ート状の断面である。 

・頂版に開口部が存在す

る。 

・スラブに開口がある。 

・同上 

・緊急用海水ポンプ

・緊急用海水ポンプ

点検用開口部浸水

防止蓋 

⑦－⑦ 同上 

・壁位置の断面である。 

・緊急用海水取水管との

接続がある 

・同上 － 
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①－①断面，②－②断面，③－③断面及び④－④断面は東西方向の断面である。 

①－①断面は，壁位置の断面である。周辺状況として，西側に原子炉建屋が隣接する。 

②－②断面は，多層のボックスカルバート状の断面であり，西側側壁に緊急用海水系配管

を間接支持するカルバートの張出し部があり，開口を有する。周辺状況として，西側に原子

炉建屋が隣接する。 

③－③断面は，多層のボックスカルバート状の断面であり，EL.＋0.80 m のスラブ上にて

緊急用海水ポンプ等を間接支持する。EL.＋8.00 m に緊急用海水ポンプ点検用の開口を有す

る。EL.＋0.80 m のスラブに緊急用海水ポンプの取水管用の開口，EL.－7.85 m，EL.－

14.00 m のスラブに通水用の開口を有する。また，東側側壁の EL.－22.50 m にて緊急用海

水取水管との接続を有する。 

④－④断面は，壁位置の断面である。 

⑤－⑤断面，⑥－⑥断面及び⑦－⑦断面は南北方向の断面である。 

⑤－⑤断面は，壁位置の断面であり，カルバート張出し部の開口を有する。周辺状況とし

て，南側に廃棄物処理建屋が隣接する。 

⑥－⑥断面は，多層のボックスカルバート状の断面であり，EL.＋0.80 m のスラブ上にて

緊急用海水ポンプ等を間接支持する。EL.＋8.00 m に緊急用海水ポンプ点検用の開口を有す

る。EL.＋0.80 m のスラブに緊急用海水ポンプの取水管用の開口，EL.－7.85 m，EL.－

14.00 m のスラブに通水用の開口を有する。周辺状況として，南側に廃棄物処理建屋が隣接

する。 

⑦－⑦断面は，壁位置の断面である。周辺状況として，南側に廃棄物処理建屋が隣接す

る。 
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(2) 評価対象断面の選定 

緊急用海水ポンプピットは，鉄筋コンクリート造の地中構造物であり，比較的単純な角筒

形構造物である。緊急用海水ポンプピットの各層は 1 室構造であり，短辺と長辺の長さに大

きな違いがなく，強軸断面方向と弱軸断面方向が明確でないことから，評価対象断面として

は東西方向断面及び南北方向断面の二方向を対象とする。 

東西方向については，①－①断面及び④－④断面は，壁部であることから評価対象断面と

しない。②－②断面及び③－③断面はいずれも多層のボックスカルバート状の断面であり，

②－②断面，③－③断面の主な構造部材の寸法は同じであるため，②－②断面及び③－③断

面に基づく多層のボックスカルバートとしてモデル化し，耐震評価を行う。なお，カルバー

トの張出し部及び開口部は南北方向の内空幅内における等価剛性として評価する。周辺状況

においては，緊急用海水ポンプピットの西側は，②－②断面では原子炉建屋が隣接し，③－

③断面では埋戻土が分布するため,保守的な設定として③－③断面の地質条件に基づきモデ

ル化し，耐震評価を行う。 

南北方向については，⑤－⑤断面及び⑦－⑦断面は，壁部であることから評価対象断面と

しない。よって耐震評価においては，⑥－⑥断面に基づき多層のボックスカルバート状の断

面としてモデル化し耐震評価を行う。なお，東西方向の内空幅における開口等については等

価剛性として評価する。周辺状況においては，南側に廃棄部処理建屋が隣接するが，保守的

な設定として，廃棄物処理建屋部は埋戻し土として耐震評価を行う。 

 

(3) 断面選定結果 

評価対象断面の選定結果を表 1.4.12－2に，評価対象断面を図 1.4.12－6に示す。 
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図 1.4.12－6（1） 緊急用海水ポンプピットの評価対象断面図（東西方向断面） 

 

 

 

 

図 1.4.12－6（2） 緊急用海水ポンプピット評価対象断面図（南北方向断面） 

 

 

埋戻し土として評価 



 

1.4.13 緊急用海水取水管の断面選定の考え方 

追而 

1.4.14 ＳＡ用海水ピットの断面選定の考え方 

追而 

1.4.15 海水引込み管の断面選定の考え方 

追而 

1.4.16 ＳＡ用海水ピット取水塔の断面選定の考え方 

追而 

1.4.17 緊急時対策所用発電機燃料油貯蔵タンク基礎の断面選定の考え方 

追而 

1.4.18 可搬型設備用軽油タンク基礎の考え方 

追而 

 



 

2. 取水構造物の耐震安全性評価 

追而 

3. 屋外二重管の耐震安全性評価 

追而 

4. 常設代替高圧電源装置置場の耐震安全性評価 

追而 

5. 常設代替高圧電源装置用カルバート（トンネル部）の耐震安全性評価 

追而 

6. 常設代替高圧電源装置用カルバート（立坑部）の耐震安全性評価 

追而 

7. 常設代替高圧電源装置用カルバート（カルバート部）の耐震安全性評価 

追而 

8. 代替淡水貯槽の耐震安全性評価 

追而 

9. 常設低圧代替注水系ポンプ室の耐震安全性評価 

追而 

10. 常設低圧代替注水系配管カルバートの耐震安全性評価 

追而 

11. 格納容器圧力逃がし装置用カルバートの耐震安全性評価 

追而 

12. 緊急用海水ポンプピットの耐震安全性評価 

追而 

13. 緊急用海水取水管の耐震安全性評価 

追而 

14. ＳＡ用海水ピットの耐震安全性評価 

追而 

15. 海水引込み管の耐震安全性評価 

追而 

16. ＳＡ用海水ピット取水塔の耐震安全性評価 

追而 

17. 緊急時対策所用発電機燃料油貯蔵タンク基礎の耐震安全性評価 

追而 

18. 可搬型設備用軽油タンク基礎の耐震安全性評価 

追而 

 




